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八
一
資
料
紹
介
V

「
永
漬
家
文
書
仮
目
録
」
に
つ
い
て

七
四

表 題 年代(和暦) イ争 成 数量 情 考 番号

記(第六大匝々 長より請聞書) 明治 7年4月17日 1品世 931 

〔貯蓄米回漕について〕 明治8年4月17日 大久眼康一・*i官中屈曲島催中属 1綴 電報あり 932 

書簡 1月23日 伊連事興司中野I水骨長居。平田。担島 l通 933 

書簡 1月26日 伊達宗興→永沼崎 l通 934 

[貯蓄米について〕 1月9日 権令→租税課長 1通 935 

書簡 9月30日 菅鼎作→永潰 1通 936 

[貯蓄米について〕 1月10日 伊達宗興→永沼 1通 937 

書簡 10月7日 長屋温造→永沼怖 1通 前半部不明 938 

上申 12月7日 氷漬陥→ 1通 白泊の印あり 939 

書簡 10月7日 深町直敏→永沼山岸 1通 940 

上申 1月9日 永演中属→ 1通 伊達の返答書込 941 

上申 11月29日 永漬中間→ 1通 伊達の返答書込 942 

上申 11月21日 永泊中属→ 1通 伊達の返答書込 9岨

上申 1月8日 永演中属→ 1通 伊達の返答書込 944 

上申 12月2日 永沼・山岸中属→ 1通 伊達の返答書込 945 

〔上申〕 1月27日 永潰中属→ 1週 伊達の返答書込 946 

上 1月8日 永沼中属→ l通 947 

上申 11月29日 永泊中属ー山岸中腐 1週 948 

上申 2月26日 永演中属→ 1週 白潰の印あり 949 

[上申〕 3月12日 1過 (昇進伺円 950 

〔問書〕 永潰→ 1週 甲担部人参調査について 951 

世間 3月27日 深町直敏→永潰陥 l通 952 

書簡 1月31日 深町直敏→永消 1通 953 

[昇級について] 3月18日 中野大属→永液中属 1週 954 

書簡 11月24日 白市→宜野i永語。長屋・平田・固桂 1週 955 

上申 12月1日 永泊中属山岸中属→ 1通 白沼の印あり 956 

〔上申〕 1月9日 永潰→ 1通 伊達の返答苫込 957 

上申 1月14日 永沼中属→ 1通 伊達の印あり 958 

山岸へ間合之ケ条 1通 959 

〔地租改正について〕 1月8日 伊達権令→ 1通 書而桂半不明 960 

〔指令書〕 1月9日 伊達宗興→租税出納馬車畳 1通 961 

書簡 明治8年 l月8日 片山直司永買中属紐島陸中田 1通 962 

〔指令書] 明治6年11月9日 自演権参事→永泊中属 l通 963 

[履歴及び公文書等記括判〕 1巷 964 

〔通産η 1枚 965 

雑 l枚 966 

雑(紙片) 5点 967 

雑(封筒等) 3点 968 

紙 3枚 969 

木箱 1点 塁稲手縦提43191×X繍航民路5間X尚53112215({咽側)) 970 

[手777について] 9月14・15日 1綴 971 

〈
資
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介
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橋

本

秀

夫

氏

器番号98については欠番

旧

蔵

資

料

目

録

平
成
十
一
年
九
月
、
橋
本
秀
夫
氏
の
御
遺
抜
か
ら
、
同
氏
旧
蔵
資

料
を
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。

橋
本
秀
夫
氏
は
、
昭
和
十
八
年
に
広
島
県
立
広
島
工
業
学
校
#
卒

業
後
、
昭
和
二
十
三
一
年
広
島
県
立
広
島
工
業
高
等
学
校
に
奉
職
さ
れ
、

昭
和
五
十
七
年
、
岡
高
等
学
校
を
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

退
職
後
は
、
社
団
法
人
日
本
建
築
協
会
中
国
支
部
の
副
支
部
長
や

建
設
会
社
の
役
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
十
年
十

二
月
他
界
さ
れ
ま
し
た
。

同
氏
は
、
広
島
県
立
広
島
工
業
高
等
学
校
建
築
科
で
の
教
鞭
や
建

築
ク
ラ
ブ
の
顧
問
と
し
て
の
指
導
の
傍
ら
、
さ
ら
に
同
校
を
退
職
さ

れ
た
後
も
広
島
城
な
ど
の
古
建
築
や
広
島
周
辺
の
明
治
建
築
な
ど
を

〈
資
料
紹
八
4
橋
本
秀
夫
氏
旧
蔵
資
料
目
録

長
年
に
わ
た
っ
て
調
査
・
研
究
さ
れ
数
多
く
の
論
文
等
を
発
表
し
、

郷
土
の
歴
史
的
建
造
物
の
紹
介
と
そ
の
理
解
を
広
め
る
た
め
に
努
力

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
寄
贈
を
受
け
た
資
料
に
は
、
同
氏
が
作
成
さ
れ
た
広
島
城

関
連
の
図
面
の
ほ
か
、
不
動
院
関
連
の
絵
図
(
写
し
)
や
戦
前
の
広

島
千
日
前
歌
舞
伎
座
の
新
築
工
事
図
面
、
広
島
城
天
守
閥
復
元
工
事

の
関
係
資
料
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
て
、
広
島
の
歴
史
的
建
造
物
等
の

様
子
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
と
い
え
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
貴
重
な
資
料
を
大
切
に
保
管
さ
れ
、
快
く
当
館
に

御
寄
贈
く
だ
さ
っ
た
橋
本
ノ
ブ
エ
氏
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一じ
五
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橋
本
秀
夫
氏
旧
蔵
資
料
目
録

資

事ヰ

名

作
成
年
月

資
料
番
号

〔
図
面
類
〕

一
新
山
村
絵
図
(
不
動
院
文
書
当
山
之
図
の
写
し
)

二
不
動
院
絵
図
(
不
動
院
文
書
当
山
之
図
の
写
し
)

三
不
動
院
金
堂
実
測
図
(
青
図
)

四
不
動
院
鐘
楼
実
測
図

五
広
烏
城
本
丸
図
(
文
久
の
「
御
城
指
図
」
含
む
)

六
広
島
城
橋
御
門

七
広
島
城
多
門
櫓

八
広
島
城
太
鼓
櫓

九
広
島
城
天
守
閣
実
測
図

一
O

広
島
城
復
原
工
事
設
計
図
(
青
図
外
)

二
広
島
城
表
門
関
係
実
測
図

一
一
一
広
島
城
度
量
絵
図

一
三
広
島
城
方
角
指
図

一
四
広
島
城
ヨ
櫓

一
五
広
島
城
と
厩
建
築

一
六
旧
広
島
城
郭
内
各
部
隊
配
置
図
(
青
図
)
1
/
2
4
0
0

一
七
宮
祭
広
島
招
魂
社
移
転
改
築
造
営
工
事
設
計
図

一
八
広
島
旧
陸
軍
糧
株
支
廠
平
面
図

一
九
広
島
旧
陸
軍
兵
器
支
廠
3
号
館

三
O

広
島
測
候
所
庁
舎
新
築
其
他
工
事
設
計
書

昭
和
四
六
年
四
月

昭
和
三
二
年

昭
和
四
六
・
四
七
年

戦
前

一
一
一
牛
田
水
源
池

二
二
広
島
千
日
前
歌
舞
伎
座
新
築
工
事
設
計
図

二
三
多
家
神
社
宝
蔵

二
四
湯
来
湯
之
山
湯
治
場
実
測
図

二
五
広
島
湾
要
塞
一
般
図
(
岸
根
鼻
砲
台
、
三
高
山
室
盈
)

二
六
広
島
市
街
新
地
図
(
大
正
四
年
)
1
/
1
2
0
0
0
(複
写
)

二
七
広
島
市
街
地
図
(
昭
和
五
年
)
l
/
2
0
0
0
0

二
八
広
島
市
平
面
図

(
O
l
B
，
P
1
9
，
N
1
8
，
N
9
)
l
/
2
5
0
0
(青
図
)

二
九
広
島
園
都
市
計
画
総
括
図
1
/
2
5
0
0
0

一一一
O

広
島
市
安
佐
北
区
地
域
概
況
図
l
/
6
0
0
0
0

三
一
広
島
県
廿
日
市
土
木
建
築
事
務
所
管
内
図

〔
刊
行
物
〕

三

二

支

部

報

鯉

城

ぬ

5
「
不
動
院
鐘
楼
実
測
に
依
る
時
代
別
判
別
に
つ
い
て
」
昭
和
五
O
年

三

三

支

部

報

鯉

城

尚

3
8
「
広
島
城
研
究
広
島
城
に
み
る
厩
建
築
」
昭
和
六
二
年
一
一
月

三
四
会
報
ひ
ろ
し
ま

7
6
号
「
郷
土
資
料
館
を
監
理
し
て
(
広
島
の
明
治
建
築
ご
昭
和
五
九
年
六
月

三
五
建
築
と
社
会
第
3
0輯
第
1
0号
「
朝
日
山
安
固
寺
不
動
院
鏡
楼
に
就
い
て
」
昭
和
二
四
年
一

O
月

三
一
六
建
築
と
社
会
第
3
9輯
第
9
号
「
広
島
城
再
建
基
礎
と
瓦
」
「
広
島
城
橋
御
門

に

つ

い

て

」

昭

和

三

三

年

九

月

建
築
と
社
会
第
7
3輯
第

日

号

「

広

島

城

表

御

門

」

平

成

四

年

九

月

建
築
と
社
会
第
7
7輯
第
1
0
号

「

蘇

っ

た

日

本

外

史

」

平

成

八

年

八

月

建
渠
土
ひ
ろ
し
ま

9
7号
「
広
島
城
研
究
7

広
島
城
災
害
史
と
修
築
考
」
平
成
元
年
一

O
月

建
築
士
ひ
ろ
し
ま

1
2
1
号
「
広
島
の
近
代
文
化
漕
淫
旧
広
島
陸
軍
兵
器
支
廠

昭
和
二
年

昭
和
四
七
年
一
一
月

明
治
三
九
年

昭
和
五
五
年
四
月

昭
和
五
五
年
九
月

昭
和
五
四
年
一
二
月

昭
和
五
四
年
一
二
月

昭
和
五
七
年
三
月

昭
和
五
七
年
三
月

三
七

三
八

三
九

四
O

〈
資
料
紹
介
V

橋
本
秀
夫
氏
旧
蔵
資
料
目
録

数
量
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〈
資
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紹
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橋
本
秀
夫
氏
旧
蔵
資
料
目
録

資

事ヰ

名

作
成
年
月

資
料
番
号

〔
図
面
類
〕

一
新
山
村
絵
図
(
不
動
院
文
書
当
山
之
図
の
写
し
)

二
不
動
院
絵
図
(
不
動
院
文
書
当
山
之
図
の
写
し
)

三
不
動
院
金
堂
実
測
図
(
青
図
)

四
不
動
院
鐘
楼
実
測
図

五
広
烏
城
本
丸
図
(
文
久
の
「
御
城
指
図
」
含
む
)

六
広
島
城
橋
御
門

七
広
島
城
多
門
櫓

八
広
島
城
太
鼓
櫓

九
広
島
城
天
守
閣
実
測
図

一
O

広
島
城
復
原
工
事
設
計
図
(
青
図
外
)

二
広
島
城
表
門
関
係
実
測
図

一
一
一
広
島
城
度
量
絵
図

一
三
広
島
城
方
角
指
図

一
四
広
島
城
ヨ
櫓

一
五
広
島
城
と
厩
建
築

一
六
旧
広
島
城
郭
内
各
部
隊
配
置
図
(
青
図
)
1
/
2
4
0
0

一
七
宮
祭
広
島
招
魂
社
移
転
改
築
造
営
工
事
設
計
図

一
八
広
島
旧
陸
軍
糧
株
支
廠
平
面
図

一
九
広
島
旧
陸
軍
兵
器
支
廠
3
号
館

三
O

広
島
測
候
所
庁
舎
新
築
其
他
工
事
設
計
書

昭
和
四
六
年
四
月

昭
和
三
二
年

昭
和
四
六
・
四
七
年

戦
前

一
一
一
牛
田
水
源
池

二
二
広
島
千
日
前
歌
舞
伎
座
新
築
工
事
設
計
図

二
三
多
家
神
社
宝
蔵

二
四
湯
来
湯
之
山
湯
治
場
実
測
図

二
五
広
島
湾
要
塞
一
般
図
(
岸
根
鼻
砲
台
、
三
高
山
室
盈
)

二
六
広
島
市
街
新
地
図
(
大
正
四
年
)
1
/
1
2
0
0
0
(複
写
)

二
七
広
島
市
街
地
図
(
昭
和
五
年
)
l
/
2
0
0
0
0

二
八
広
島
市
平
面
図

(
O
l
B
，
P
1
9
，
N
1
8
，
N
9
)
l
/
2
5
0
0
(青
図
)

二
九
広
島
園
都
市
計
画
総
括
図
1
/
2
5
0
0
0

一一一
O

広
島
市
安
佐
北
区
地
域
概
況
図
l
/
6
0
0
0
0

三
一
広
島
県
廿
日
市
土
木
建
築
事
務
所
管
内
図

〔
刊
行
物
〕

三

二

支

部

報

鯉

城

ぬ

5
「
不
動
院
鐘
楼
実
測
に
依
る
時
代
別
判
別
に
つ
い
て
」
昭
和
五
O
年

三

三

支

部

報

鯉

城

尚

3
8
「
広
島
城
研
究
広
島
城
に
み
る
厩
建
築
」
昭
和
六
二
年
一
一
月

三
四
会
報
ひ
ろ
し
ま

7
6
号
「
郷
土
資
料
館
を
監
理
し
て
(
広
島
の
明
治
建
築
ご
昭
和
五
九
年
六
月

三
五
建
築
と
社
会
第
3
0輯
第
1
0号
「
朝
日
山
安
固
寺
不
動
院
鏡
楼
に
就
い
て
」
昭
和
二
四
年
一

O
月

三
一
六
建
築
と
社
会
第
3
9輯
第
9
号
「
広
島
城
再
建
基
礎
と
瓦
」
「
広
島
城
橋
御
門

に

つ

い

て

」

昭

和

三

三

年

九

月

建
築
と
社
会
第
7
3輯
第

日

号

「

広

島

城

表

御

門

」

平

成

四

年

九

月

建
築
と
社
会
第
7
7輯
第
1
0
号

「

蘇

っ

た

日

本

外

史

」

平

成

八

年

八

月

建
渠
土
ひ
ろ
し
ま

9
7号
「
広
島
城
研
究
7

広
島
城
災
害
史
と
修
築
考
」
平
成
元
年
一

O
月

建
築
士
ひ
ろ
し
ま

1
2
1
号
「
広
島
の
近
代
文
化
漕
淫
旧
広
島
陸
軍
兵
器
支
廠

昭
和
二
年

昭
和
四
七
年
一
一
月

明
治
三
九
年

昭
和
五
五
年
四
月

昭
和
五
五
年
九
月

昭
和
五
四
年
一
二
月

昭
和
五
四
年
一
二
月

昭
和
五
七
年
三
月

昭
和
五
七
年
三
月

三
七

三
八

三
九

四
O

〈
資
料
紹
介
V

橋
本
秀
夫
氏
旧
蔵
資
料
目
録

数
量

一 一 二二三五 二
五五六 二二六一六六一五五八三七七五七一一
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二
O
枚

L
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六
枚
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枚
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枚

二一 八 二
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有
番
号
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「
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〈
資
料
紹
〈
4
橋
本
秀
夫
氏
旧
蔵
資
料
目
録

六五五五五五五五五五五四四四四四四四四四
O 九 八七六五四三二一 O 九八七六五四三二一

の
研
究
」

建
築
士
ひ
ろ
し
ま

1
2
6
号
「
蘇
る
旧
広
島
陸
軍
被
服
支
廠
」

建
築
士
ひ
ろ
し
ま

1
3
0
号
「
広
島
の
近
代
文
化
遺
産
後
楽
の
ご
こ
ろ
」

建
築
士
第
4
1
号

第

4
8
1
号

ふ
る
さ
と
ひ
ろ
し
ま
第
1
0
号
「
六
号
潜
水
艇
と
人
間
佐
久
間
(
上
こ

ふ
る
さ
と
ひ
ろ
し
ま
第
1
1
号
「
六
号
海
水
艇
と
人
間
佐
久
間
(
下
こ

民
俗
建
築
第
1
1
2
号
「
旧
陸
軍
広
島
湾
及
び
芸
予
要
塞
の
研
究
」

民
俗
建
築
第
1
1
3号
「
広
島
の
レ
ン
ガ
の
歴
史
を
探
求
」

民
俗
建
築
第
1
1
4
号

民
俗
建
築
第
1
1
5
号

新

建

築

第
3
2
巻

第

9
部
(
一
部
)

藩
政
時
代
広
島
城
明
細
絵
図

広
島
城
外
郭
櫓
跡
発
掘
調
査
概
報

広
島
県
史
総
説
(
抜
刷
)
「
広
島
城
下
町
」

恵
現
禅
師
と
不
動
院

史
学
研
究
第
1
0
巻
第
1
号
「
不
動
院
の
沿
革
と
国
宝
に
就
て
」

文
化
財
保
護
法

史
跡
広
島
城
跡
資
料
集
成
第
l
巻

旧
呉
鎮
守
府
庁
舎
改
修
見
学
会
・
研
究
会
資
料

萩
城
下
町
地
図

松
江
千
鳥
城
城
郭
絵
図

平
成
七
年
一

O
月

平
成
九
年
一
月

平
成
一

O
年
一
月

平
成
四
年
一

O
月

昭
和
六
一
年
二
月

昭
和
六
一
年
八
月

平
成
九
年
一
一
月

平
成
一

O
年
五
月

平
成
一

O
年
一
一
月

平
成
一
一
年
五
月

昭
和
三
二
年
九
月

昭
和
九
年

昭
和
五
五
年
三
月

昭
和
五
九
年
三
月

昭
和
二
五
年
一

O
月

昭
和
二
二
年
四
月

昭
和
二
九
年
七
月

平
成
元
年
一
二
月

平
成
一

O
年
九
月

昭
和
五
七
年
四
月

昭
和
五
四
年
一
月

〔
資
料
綴
(
写
真
・
複
写
資
料
等
)
〕

六
一
広
島
城
復
元
調
査
資
料
(
史
跡
広
島
城
跡
整
備
研
究
調
査
報
告
書
)

六
二
広
島
城
設
計
図

六
三
広
島
城
講
座
(
「
広
島
城
と
石
垣
(
そ
の
一
)
」
含
む
)

六
四
広
島
城
天
守
閣
(
復
元
工
事
関
連
の
論
文
5
件
、
戦
前
の
絵
葉
書
、
菜
、
ネ
ガ
含
む
)

六
五
広
島
城
天
守
閣
設
計
図

六
六
広
島
城

六
七
広
島
城
太
鼓
櫓
設
計
資
料

六
八
広
島
城
太
鼓
櫓
写
真

六
九
広
島
城
に
み
る
厩
建
築
広
島
城
研
究
3

七
O

度
量
之
絵
図
に
み
る
広
島
城
広
島
城
研
究
5

七
一
広
島
城
ゐ
櫓

七
二
広
島
城
小
姓
町
口
御
門
(
な
)
県
立
体
育
館
工
事
現
場
出
土
櫓
石
調
査

七
三
広
島
城
小
姓
町
ロ
御
門
(
な
)
石
垣

七
四
広
島
城
中
堀
(
「
広
島
城
及
福
山
城
と
落
書
石
紋
様
」
「
広
島
城
石
塁
工
事
普
請
符
号
に
つ
い
て
」
含
む
)

七
五
広
島
城
生
活
用
水
と
樋
門

七
六
広
島
城
三
之
丸
校
倉
(
多
家
神
社
)

七
七
新
日
山
安
国
寺
不
動
院
(
戦
前
の
絵
葉
書
、
写
真
含
む
)

七
八
重
要
文
化
財
不
動
院
鐘
楼
修
理
工
事
報
告
書
(
複
写
)

七
九
牛
田
水
源
池
(
「
広
島
の
近
代
化
遺
産
忘
れ
ら
れ
た
水
作
り
」
)

八
O

臨
時
広
島
軍
用
水
道
牛
田
水
源
池

八
一
水
源
池

盛
時
紹
介
v

橋
本
秀
夫
氏
旧
蔵
資
料
目
録

昭
和
五
四
年
一

O
月

昭
和
三
一
年
五
月

一一一一一一五一一一一一一一一一一一二三二
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〈
資
料
紹
〈
4
橋
本
秀
夫
氏
旧
蔵
資
料
目
録

六五五五五五五五五五五四四四四四四四四四
O 九 八七六五四三二一 O 九八七六五四三二一

の
研
究
」

建
築
士
ひ
ろ
し
ま

1
2
6
号
「
蘇
る
旧
広
島
陸
軍
被
服
支
廠
」

建
築
士
ひ
ろ
し
ま

1
3
0
号
「
広
島
の
近
代
文
化
遺
産
後
楽
の
ご
こ
ろ
」

建
築
士
第
4
1
号

第

4
8
1
号

ふ
る
さ
と
ひ
ろ
し
ま
第
1
0
号
「
六
号
潜
水
艇
と
人
間
佐
久
間
(
上
こ

ふ
る
さ
と
ひ
ろ
し
ま
第
1
1
号
「
六
号
海
水
艇
と
人
間
佐
久
間
(
下
こ

民
俗
建
築
第
1
1
2
号
「
旧
陸
軍
広
島
湾
及
び
芸
予
要
塞
の
研
究
」

民
俗
建
築
第
1
1
3号
「
広
島
の
レ
ン
ガ
の
歴
史
を
探
求
」

民
俗
建
築
第
1
1
4
号

民
俗
建
築
第
1
1
5
号

新

建

築

第
3
2
巻

第

9
部
(
一
部
)

藩
政
時
代
広
島
城
明
細
絵
図

広
島
城
外
郭
櫓
跡
発
掘
調
査
概
報

広
島
県
史
総
説
(
抜
刷
)
「
広
島
城
下
町
」

恵
現
禅
師
と
不
動
院

史
学
研
究
第
1
0
巻
第
1
号
「
不
動
院
の
沿
革
と
国
宝
に
就
て
」

文
化
財
保
護
法

史
跡
広
島
城
跡
資
料
集
成
第
l
巻

旧
呉
鎮
守
府
庁
舎
改
修
見
学
会
・
研
究
会
資
料

萩
城
下
町
地
図

松
江
千
鳥
城
城
郭
絵
図

平
成
七
年
一

O
月

平
成
九
年
一
月

平
成
一

O
年
一
月

平
成
四
年
一

O
月

昭
和
六
一
年
二
月

昭
和
六
一
年
八
月

平
成
九
年
一
一
月

平
成
一

O
年
五
月

平
成
一

O
年
一
一
月

平
成
一
一
年
五
月

昭
和
三
二
年
九
月

昭
和
九
年

昭
和
五
五
年
三
月

昭
和
五
九
年
三
月

昭
和
二
五
年
一

O
月

昭
和
二
二
年
四
月

昭
和
二
九
年
七
月

平
成
元
年
一
二
月

平
成
一

O
年
九
月

昭
和
五
七
年
四
月

昭
和
五
四
年
一
月

〔
資
料
綴
(
写
真
・
複
写
資
料
等
)
〕

六
一
広
島
城
復
元
調
査
資
料
(
史
跡
広
島
城
跡
整
備
研
究
調
査
報
告
書
)

六
二
広
島
城
設
計
図

六
三
広
島
城
講
座
(
「
広
島
城
と
石
垣
(
そ
の
一
)
」
含
む
)

六
四
広
島
城
天
守
閣
(
復
元
工
事
関
連
の
論
文
5
件
、
戦
前
の
絵
葉
書
、
菜
、
ネ
ガ
含
む
)

六
五
広
島
城
天
守
閣
設
計
図

六
六
広
島
城

六
七
広
島
城
太
鼓
櫓
設
計
資
料

六
八
広
島
城
太
鼓
櫓
写
真

六
九
広
島
城
に
み
る
厩
建
築
広
島
城
研
究
3

七
O

度
量
之
絵
図
に
み
る
広
島
城
広
島
城
研
究
5

七
一
広
島
城
ゐ
櫓

七
二
広
島
城
小
姓
町
口
御
門
(
な
)
県
立
体
育
館
工
事
現
場
出
土
櫓
石
調
査

七
三
広
島
城
小
姓
町
ロ
御
門
(
な
)
石
垣

七
四
広
島
城
中
堀
(
「
広
島
城
及
福
山
城
と
落
書
石
紋
様
」
「
広
島
城
石
塁
工
事
普
請
符
号
に
つ
い
て
」
含
む
)

七
五
広
島
城
生
活
用
水
と
樋
門

七
六
広
島
城
三
之
丸
校
倉
(
多
家
神
社
)

七
七
新
日
山
安
国
寺
不
動
院
(
戦
前
の
絵
葉
書
、
写
真
含
む
)

七
八
重
要
文
化
財
不
動
院
鐘
楼
修
理
工
事
報
告
書
(
複
写
)

七
九
牛
田
水
源
池
(
「
広
島
の
近
代
化
遺
産
忘
れ
ら
れ
た
水
作
り
」
)

八
O

臨
時
広
島
軍
用
水
道
牛
田
水
源
池

八
一
水
源
池

盛
時
紹
介
v

橋
本
秀
夫
氏
旧
蔵
資
料
目
録

昭
和
五
四
年
一

O
月

昭
和
三
一
年
五
月

一一一一一一五一一一一一一一一一一一二三二
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〈
賢
料
紹
〈
4
橋
本
秀
夫
氏
旧
蔵
資
料
目
録

九九九八八八八八八八八
三一 O 九八七六五四三二

広
島
旧
陸
軍
兵
器
支
廠
l
号
館
写
真
(
解
体
)

広
島
旧
陸
軍
被
服
支
廠

広
島
麻
紡
績
(
「
広
島
の
明
治
建
築
夢
を
贈
る
中
世
の
お
城
」
含
む
)

広
島
煉
瓦
造

宇
品
港
外

広
島
の
近
代
文
化
遺
産
6

蘇
る
旧
広
島
陸
軍
被
服
支
廠

広
島
の
近
代
文
化
遺
産
後
楽
の
こ
こ
ろ
(
「
歌
舞
伎
座
物
語
」
含
む
)

頼
山
陽
記
念
館
蘇
っ
た
日
本
外
史

広
島
湾
要
塞
(
校
正
原
稿
)

広
島
県
災
異
史
(
複
写
)

執
筆
(
論
文
等
の
目
録
)

平
成
一

O
年

昭
和
五
八
年
三
月

八
0 

綴 綴 綴 綴 綴綴綴綴綴綴綴

乙
の
目
録
の
資
料
の
中
に
は
、
原
資
料
で
な
く
複
写
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
も
の
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
無
条
件
に
利
用
に
供

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
御
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
資
料
名
の
記
載
に
つ
い
て
は
原
則
的
に
は
原
文
の
ま
ま
と
し
て
い

ま
す
が
、
当
館
が
便
宜
的
に
記
入
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
一
般
刊
行
物
等
と
し
て
当
館
図
書
目
録
に
掲
載
し
た
資
料
に
つ
い
て
は
、

編

集

後

記

公
文
書
館
紀
要
第
一
一
十
四
号
を
刊
行
す
る
に
当
た
り
お
忙
し
い
中

寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
坂
根
先
生
に
は
、
こ
の
紙
面
を
借
り
て
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
以
下
、
本
書
の
内
容
を
略
記
し
ま
す
。

巻
頭
で
は
広
島
大
学
経
済
学
部
坂
根
嘉
弘
教
授
に
「
広
島
県

に
お
け
る
小
作
料
統
制
令
の
運
用
実
態
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
マ
ク
ロ
的
手
法
で
小
作
料
統
制
令
の
概
要
と
広
島
県

の
方
針
な
ど
に
考
察
を
加
え
、
後
半
で
当
館
所
蔵
資
料
の
安
佐
郡
狩

小
川
村
、
安
佐
郡
大
林
村
な
ど
役
場
文
書
を
具
体
的
な
題
材
と
し
小

作
料
統
制
令
の
運
用
過
程
、
そ
の
実
績
な
ど
ミ
ク
ロ
的
視
点
で
考
察

を
加
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
戦
時
下
と
い
う
事
情
の
も
と
で
は
た

し
た
小
作
料
統
制
令
の
歴
史
的
意
義
の
一
端
を
つ
ま
び
ら
か
に
し
て

い
ま
す
。

次
に
、
平
成
十
一
年
度
に
寄
贈
を
受
け
た
多
く
の
資
料
の
う
ち
そ

の
主
な
も
の
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
「
永
漬
家
文
書
」
は
、
江
戸

時
代
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
永
演
家
当
主
が
藩
の
地
方
役
人

と
し
て
ま
た
廃
藩
置
県
後
、
広
島
県
庁
職
員
と
し
て
作
成
収
集
し

た
貴
重
な
文
書
で
、
藩
政
か
ら
県
政
へ
と
変
わ
る
激
動
の
時
代
を
生

き
抜
い
た
地
方
官
吏
の
歴
史
を
紐
解
く
も
の
で
す
。
こ
の
度
、
急
ぎ

仮
目
録
化
し
て
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

巻
末
で
は
故
橋
本
秀
夫
氏
が
広
島
城
、
不
動
院
等
の
歴
史
的
建
造

物
に
つ
い
て
、
建
築
史
的
研
究
を
行
う
に
あ
た
っ
て
収
集
・
作
成
し

図
書
目
録
の
固
有
番
号
を
付
し
て
い
ま
す
。

た
資
料
の
う
ち
、
同
氏
の
ご
遺
族
か
ら
当
館
に
寄
贈
の
晶
っ
た
も
の

の
目
録
を
紹
介
し
ま
し
た
。

な
お
、
口
絵
に
は
、
愛
知
県
在
住
の
西
川
長
次
氏
か
ら
寄
贈
を
受

け
た
「
大
光
津
原
色
版
鹿
島
」
と
い
う
袋
入
り
カ
ラ

1
絵
葉
書
八
葉

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に
、
本
書
が
広
島
の
地
域
史
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

頒
布
図
書
目
録

「
広
島
新
史
」
歴
史
編

地
理
編

行
政
編

経
済
編

都
市
文
化
編

市
民
生
活
編

社
会
編

財
政
編

資
料
編
I

資
料
編
E

資
料
編
皿

資
料
編
町

(
舛
回
)
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